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(57)【要約】
　本開示の特定の態様は、アップリンク（ＵＬ）マルチ
ユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信において用
いられるパイロット系列を生成するための技術、方法、
および装置に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　マルチユーザ多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信の複数の空間ストリームのうちの１つま
たは複数のためのパイロットの少なくとも１つの系列を生成するように構成された処理シ
ステムと、ここにおいて、パイロットの前記少なくとも１つの系列は、前記装置または他
の装置によって送信されるパイロットの少なくとも１つの他の系列から区別可能である、
　　前記ＭＩＭＯ送信におけるデバイスへの送信のためにパイロットの前記系列を出力す
るためのインターフェイスと、
　を備える装置。
【請求項２】
　前記処理システムは、パイロットの前記少なくとも１つの系列を、
　　前記複数の空間ストリームのための単一のパイロット系列、あるいは
　　少なくとも第１の空間ストリームのためのパイロットの第１の系列および第２の空間
ストリームのためのパイロットの第２の系列
　のどちらとして生成するかを、条件にもとづいて決定するように構成されている、請求
項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記複数の空間ストリームのための前記単一のパイロット系列に関して、前記処理シス
テムは、前記複数の空間ストリームの各々の空間ストリームについて異なる循環シフト遅
延（ＣＳＤ）を適用するように構成されている、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記装置および前記他の装置の各々に、パイロットの異なる系列が割り当てられ、
　前記複数の空間ストリームのための前記単一のパイロット系列は、前記装置に割り当て
られたパイロットの系列にもとづく、請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　パイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列は、周波数において直
交する、または時間において直交する、の少なくとも一方である、請求項２に記載の装置
。
【請求項６】
　パイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列は、周波数において直
交する異なる空間ストリームのためのパイロットの系列を生成するように設計されたマッ
ピング行列を使用して生成される、請求項２に記載の装置。
【請求項７】
　パイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列は、異なるパイロット
トーンへのパイロット値のマッピングを使用して生成される、請求項２に記載の装置。
【請求項８】
　パイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列は、前記ＭＩＭＯ送信
に用いられる帯域幅の異なるサブチャネルにおいて送信されるべきパイロットを備える、
請求項２に記載の装置。
【請求項９】
　前記ＭＩＭＯ送信に用いられる帯域幅の異なるサブチャネルにおいて送信されるべきパ
イロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列は、時間において直交する
異なる空間ストリームのためのパイロットの系列を生成するように設計されたウォルシュ
行列を使用して生成される、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　第１のデバイスからの第１の多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信に関連する１つまたは複
数の空間ストリームのためのパイロットの第１の系列、および第２のデバイスからの第２
のＭＩＭＯ送信に関連する１つまたは複数の空間ストリームのためのパイロットの第２の
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系列を取得するためのインターフェイスと、
　　パイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列にもとづいて、前記
第１のデバイスおよび前記第２のデバイスについて位相トラッキングを実行するように構
成された処理システムと、
　を備える装置。
【請求項１１】
　パイロットの前記第１の系列は、前記第１のデバイスから送信される複数の空間ストリ
ームの各々に異なる循環シフト遅延（ＣＳＤ）が適用される、単一のパイロット系列を備
え、
　前記処理システムは、前記複数の空間ストリームの各々を対応するＣＳＤにもとづいて
区別するように構成されている、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記インターフェイスは、前記ＭＩＭＯ送信に用いられる帯域幅の異なるサブチャネル
においてパイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列のためのパイロ
ットを取得する、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　パイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列は、周波数または時間
の少なくとも一方において直交しており、
　前記処理システムは、周波数または時間における前記直交性にもとづいてパイロットの
前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列の間の区別を行うように構成されてい
る、請求項１０に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスに、パイロットの異なる系列が割り当て
られ、前記処理システムは、パイロットの前記異なる系列にもとづいて前記第１のデバイ
スおよび前記第２のデバイスの間の区別を行うように構成されている、請求項１０に記載
の装置。
【請求項１５】
　装置によるワイヤレス通信のための方法であって、
　　マルチユーザ多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信の複数の空間ストリームのうちの１つま
たは複数のためのパイロットの少なくとも１つの系列を生成することと、ここにおいて、
パイロットの前記少なくとも１つの系列は、前記装置または他の装置によって送信される
パイロットの少なくとも１つの他の系列から区別可能である、
　　前記ＭＩＭＯ送信におけるデバイスへの送信のためにパイロットの前記系列を出力す
ることと、
　を備える方法。
【請求項１６】
　パイロットの前記少なくとも１つの系列を、
　　前記複数の空間ストリームのための単一のパイロット系列、あるいは
　　少なくとも第１の空間ストリームのためのパイロットの第１の系列および第２の空間
ストリームのためのパイロットの第２の系列
　のどちらとして生成するかを、条件にもとづいて決定すること、
　をさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記複数の空間ストリームのための前記単一のパイロット系列に関して、前記複数の空
間ストリームの各々の空間ストリームについて異なる循環シフト遅延（ＣＳＤ）を適用す
ること、
　をさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記装置および前記他の装置の各々に、パイロットの異なる系列が割り当てられ、
　前記複数の空間ストリームのための前記単一のパイロット系列は、前記装置に割り当て
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られたパイロットの系列にもとづく、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　パイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列は、周波数において直
交する、または時間において直交する、の少なくとも一方である、請求項１６に記載の方
法。
【請求項２０】
　パイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列を生成することは、周
波数において直交する異なる空間ストリームのためのパイロットの系列を生成するように
設計されたマッピング行列を使用して、パイロットの前記第１の系列およびパイロットの
前記第２の系列を生成することを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　パイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列を生成することは、異
なるパイロットトーンへのパイロット値のマッピングを使用してパイロットの前記第１の
系列およびパイロットの前記第２の系列を生成することを備える、請求項１６に記載の方
法。
【請求項２２】
　出力することは、前記ＭＩＭＯ送信に用いられる帯域幅の異なるサブチャネルにおいて
、パイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列についてのパイロット
を出力することを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２３】
　パイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列を生成することは、時
間において直交する異なる空間ストリームのためのパイロットの系列を生成するように設
計されたウォルシュ行列を使用してパイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記
第２の系列を生成することを備える、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　装置によるワイヤレス通信のための方法であって、
　　第１のデバイスからの第１の多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信に関連する１つまたは複
数の空間ストリームのためのパイロットの第１の系列、および第２のデバイスからの第２
のＭＩＭＯ送信に関連する１つまたは複数の空間ストリームのためのパイロットの第２の
系列を取得することと、
　　パイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列にもとづいて、前記
第１のデバイスおよび前記第２のデバイスについて位相トラッキングを実行することと、
　を備える方法。
【請求項２５】
　パイロットの前記第１の系列は、前記第１のデバイスから送信される複数の空間ストリ
ームの各々に異なる循環シフト遅延（ＣＳＤ）が適用される、単一のパイロット系列を備
え、
　前記複数の空間ストリームの各々は、対応するＣＳＤにもとづいて区別される、請求項
２４に記載の方法。
【請求項２６】
　パイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列のためのパイロットを
取得することは、前記ＭＩＭＯ送信に用いられる帯域幅の異なるサブチャネルにおいてパ
イロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列のための前記パイロットを
取得することを備える、請求項２４に記載の方法。
【請求項２７】
　パイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列は、周波数または時間
の少なくとも一方において直交しており、
　周波数または時間における前記直交性にもとづいてパイロットの前記第１の系列および
パイロットの前記第２の系列の間の区別を行うことをさらに備える、請求項２４に記載の
方法。
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【請求項２８】
　パイロットの異なる系列が、前記第１のデバイスおよび第２のデバイスに割り当てられ
、
　パイロットの前記異なる系列にもとづいて前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイ
スの間の区別を行うことをさらに備える、請求項２４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、いずれも参照により本明細書に援用される２０１４年１月２１日付の
米国特許仮出願第６１／９２９，９５７号および２０１５年１月２０日付の米国特許出願
第１４／６０１，０８２号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示の特定の態様は、広くには、ワイヤレス通信に関し、さらに詳しくは、ア
ップリンク（ＵＬ）マルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信において使用され
るパイロット系列に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークが、音声、映像、パケットデータ、メッセージング
、放送、などの種々の通信サービスを提供するために広く展開されている。これらのワイ
ヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することによって複数の
ユーザをサポートすることができる多元接続ネットワークであり得る。このような多元接
続ネットワークの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交ＦＤＭＡ
（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネッ
トワークを含む。
【０００４】
　[0004]より大きなカバレッジおよびより広い通信範囲の要望に対処するために、種々の
スキームが開発されている。このようなスキームの１つは、電気電子技術者協会（ＩＥＥ
Ｅ）の８０２．１１ａｈタスクフォースによって開発中のサブ１ＧＨｚの周波数範囲（例
えば、米国においては９０２～９２８ＭＨｚの範囲で動作する）である。この開発は、他
の電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１技術の周波数範囲に関するワイヤレス範
囲よりも広いワイヤレス範囲を有する、障害に起因する経路損失に関連する問題がおそら
くはより少ない周波数範囲を利用したいという要望によって進められている。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は
、一般に、マルチユーザ多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信の複数の空間ストリームのうちの
１つまたは複数のためのパイロットの少なくとも１つの系列を生成するように構成された
処理システムであって、パイロットの前記少なくとも１つの系列は、当該装置または他の
装置によって送信されるパイロットの少なくとも１つの他の系列から区別可能である、処
理システムと、前記ＭＩＭＯ送信におけるデバイスへの送信のためにパイロットの前記系
列を出力するためのインターフェイスとを含む。
【０００６】
　[0006]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。本方法は
、一般に、マルチユーザ多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信の複数の空間ストリームのうちの
１つまたは複数のためのパイロットの少なくとも１つの系列を生成することであって、パ
イロットの前記少なくとも１つの系列は、当該装置または他の装置によって送信されるパ
イロットの少なくとも１つの他の系列から区別可能である、生成することと、前記ＭＩＭ
Ｏ送信におけるデバイスへの送信のためにパイロットの前記系列を出力することとを含む
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。
【０００７】
　[0007]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は
、一般に、マルチユーザ多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信の複数の空間ストリームのうちの
１つまたは複数のためのパイロットの少なくとも１つの系列を生成するための手段であっ
て、パイロットの前記少なくとも１つの系列は、当該装置または他の装置によって送信さ
れるパイロットの少なくとも１つの他の系列から区別可能である、生成するための手段と
、前記ＭＩＭＯ送信におけるデバイスへの送信のためにパイロットの前記系列を出力する
ための手段とを含む。
【０００８】
　[0008]本開示のいくつかの態様は、装置によるワイヤレス通信のためのコンピュータプ
ログラム製品であって、マルチユーザ多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信の複数の空間ストリ
ームのうちの１つまたは複数のためのパイロットの少なくとも１つの系列を生成すること
であって、パイロットの前記少なくとも１つの系列は、当該装置または他の装置によって
送信されるパイロットの少なくとも１つの他の系列から区別可能である、生成することと
、前記ＭＩＭＯ送信におけるデバイスへの送信のためにパイロットの前記系列を出力する
ことと、のためのコードを記憶した、コンピュータ読み取り可能な媒体を備える、コンピ
ュータプログラム製品を提供する。
【０００９】
　[0009]本開示のいくつかの態様は、ステーションを提供する。本ステーションは、一般
に、少なくとも１つのアンテナと、マルチユーザ多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信の複数の
空間ストリームのうちの１つまたは複数のためのパイロットの少なくとも１つの系列を生
成するように構成された処理システムであって、パイロットの前記少なくとも１つの系列
は、当該ステーションまたは他のステーションによって送信されるパイロットの少なくと
も１つの他の系列から区別可能である、処理システムと、前記ＭＩＭＯ送信においてデバ
イスへとパイロットの前記系列を前記少なくとも１つのアンテナを介して送信するための
送信機とを含む。
【００１０】
　[0010]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は
、一般に、第１のデバイスからの第１の多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信に関連する１つま
たは複数の空間ストリームのためのパイロットの第１の系列および第２のデバイスからの
第２のＭＩＭＯ送信に関連する１つまたは複数の空間ストリームのためのパイロットの第
２の系列を取得するためのインターフェイスと、パイロットの前記第１の系列およびパイ
ロットの前記第２の系列にもとづいて、前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスに
ついて位相トラッキングを実行するように構成された処理システムと、を含む。
【００１１】
　[0011]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。本方法は
、一般に、第１のデバイスからの第１の多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信に関連する１つま
たは複数の空間ストリームのためのパイロットの第１の系列および第２のデバイスからの
第２のＭＩＭＯ送信に関連する１つまたは複数の空間ストリームのためのパイロットの第
２の系列を取得することと、パイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の
系列にもとづいて、前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスについて位相トラッキ
ングを実行することと、を含む。
【００１２】
　[0012]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は
、一般に、第１のデバイスからの第１の多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信に関連する１つま
たは複数の空間ストリームのためのパイロットの第１の系列および第２のデバイスからの
第２のＭＩＭＯ送信に関連する１つまたは複数の空間ストリームのためのパイロットの第
２の系列を取得するための手段と、パイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記
第２の系列にもとづいて、前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスについて位相ト
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ラッキングを実行するための手段と、を含む。
【００１３】
　[0013]本開示のいくつかの態様は、装置によるワイヤレス通信のためのコンピュータプ
ログラム製品であって、第１のデバイスからの第１の多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信に関
連する１つまたは複数の空間ストリームのためのパイロットの第１の系列および第２のデ
バイスからの第２のＭＩＭＯ送信に関連する１つ以上の空間ストリームのためのパイロッ
トの第２の系列を取得することと、パイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記
第２の系列にもとづいて、前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスについて位相ト
ラッキングを実行することと、のためのコードを記憶した、コンピュータ読み取り可能な
媒体を備える、コンピュータプログラム製品を提供する。
【００１４】
　[0014]本開示のいくつかの態様は、アクセスポイントを提供する。本アクセスポイント
は、一般に、少なくとも１つのアンテナと、第１のデバイスからの第１の多入力多出力（
ＭＩＭＯ）送信に関連する１つまたは複数の空間ストリームのためのパイロットの第１の
系列および第２のデバイスからの第２のＭＩＭＯ送信に関連する１つまたは複数の空間ス
トリームのためのパイロットの第２の系列を、前記少なくとも１つのアンテナを介して受
信するための受信機と、パイロットの前記第１の系列およびパイロットの前記第２の系列
にもとづいて、前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスについて位相トラッキング
を実行するように構成された処理システムと、を含む。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】[0015]　図１は、本開示の特定の態様による例示的なワイヤレス通信ネットワー
クの図を示している。
【図２】[0016]　図２は、本開示の特定の態様による例示的なアクセスポイントおよびユ
ーザ端末のブロック図を示している。
【図３】[0017]　図３は、本開示の特定の態様による例示的なワイヤレスデバイスのブロ
ック図を示している。
【図４】[0018]　図４は、本開示の特定の態様による装置によるワイヤレス通信のための
例示的な動作のブロック図を示している。
【図４Ａ】[0019]　図４Ａは、図４に示した動作を実行することができる例示的な手段を
示している。
【図５】[0020]　図５は、本開示の特定の態様による装置によるワイヤレス通信のための
例示的な動作のブロック図を示している。
【図５Ａ】[0021]　図５Ａは、図５に示した動作を実行することが可能な例示的な手段を
示している。
【図６】[0022]　図６は、本開示の特定の態様による例示的なパイロットマッピング行列
を示している。
【図７】[0023]　図７は、本開示の特定の態様による例示的なパイロットマッピング行列
を示している。
【図８】[0024]　図８は、本開示の特定の態様による例示的なパイロットマッピング行列
を示している。
【図９】[0025]　図９は、本開示の態様に従って生成されるパイロット値を利用する例示
的なＭＵ－ＭＩＭＯ送信を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　[0026]開示の種々の態様が、添付の図面を参照して以下でさらに詳しく説明される。し
かしながら、本開示は、多数の異なる形態にて具現化し得、本明細書の各所において提示
されるいかなる特定の構造または機能にも限定されない。むしろ、それらの態様は、本開
示が徹底的かつ完全なものとなり、当業者に開示の技術的範囲を充分に伝えるように提示
されている。本明細書の教示にもとづき、当業者であれば、開示の技術的範囲が、本明細
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書に開示されている開示のあらゆる態様を包含するように意図されており、それらが開示
の任意の他の態様から独立して実施されても、開示の任意の他の態様と組み合わせられて
もよいことを、理解すべきである。例えば、装置の実現または方法の実施が、本明細書に
おいて説明されるいくつかの態様を使用して実行され得る。さらに、開示の技術的範囲は
、本明細書において説明される開示の種々の態様に加え、あるいは本明細書において説明
される開示の種々の態様以外に、他の構造、機能、あるいは構造および機能を使用して実
施されるような装置および方法も包含するように意図される。本明細書に開示される開示
の任意の態様は、請求項の１つまたは複数の構成要素によって具現化され得ることが、理
解されるべきである。
【００１７】
　[0027]アップリンク（ＵＬ）マルチユーザ（ＭＵ）ＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ）におい
て、ＡＰは、良好な接続を維持し、干渉を最小限にするために、ユーザごとの位相トラッ
キングおよびストリームごとの位相オフセット補正の実行を必要とし得る。結果として、
ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ受信のためにＭＩＭＯパイロットを含むことが望まれ得る。したが
って、本開示のいくつかの態様は、異なるユーザおよび／またはストリームのためのパイ
ロット系列がＡＰによって区別可能であり得るように、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯパイロット
系列を生成および利用するための技術を提供する。これは、ＡＰがユーザごとの位相トラ
ッキングおよびストリームごとの位相オフセット補正を実行することを可能にし得る。
【００１８】
　[0028]特定の態様が本明細書において説明されるが、それらの態様の多数の変種および
変更が、開示の技術的範囲に包含される。好ましい態様について、いくつかの利益および
利点が言及されるが、開示の技術的範囲は、特定の利益、用途、または目的に限定される
ものではない。むしろ、開示の態様は、種々のワイヤレスの技術、システム、構成、ネッ
トワーク、および伝送プロトコルに広く適用可能であるように意図され、それらの一部が
、図面および以下の好ましい態様の説明に例として示される。詳細な説明および図面は、
開示を限定するのではなく、あくまでも例示にすぎず、開示の技術的範囲は、添付の特許
請求の範囲およびこの均等物によって定められる。
【００１９】
　[0029]　例示的なワイヤレス通信システム
　本明細書に記載の技術は、直交多重化スキームにもとづく通信システムを含む、種々の
ブロードバンドワイヤレス通信システムに使用され得る。このような通信システムの例と
して、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、
直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続
（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、などが挙げられる。ＳＤＭＡシステムは、複数のユーザ端
末に属するデータを同時に送信するために充分に異なる方向を利用し得る。ＴＤＭＡシス
テムは、送信信号を異なる時間スロット（各々が異なるユーザ端末へと割り当てられてい
る）へと分割することによって、複数のユーザ端末が同じ周波数チャネルを共有すること
を可能にし得る。ＯＦＤＭＡシステムは、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利用し、
直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）は全体としてのシステムの帯域幅を複数の直交するサ
ブキャリアへと分割する変調技術である。これらのサブキャリアは、トーン、ビン、など
と呼ばれ得る。ＯＦＤＭにおいては、各々のサブキャリアは、別個独立にデータで変調さ
れ得る。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは、システムの帯域幅を横切って分布したサブキャリア
における送信のためにインターリーブドＦＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ）を使用し、隣接するサブ
キャリアのブロックにおける送信のためにローカライズドＦＤＭＡ（ＬＦＤＭＡ）を使用
し、あるいは隣接するサブキャリアの複数のブロックにおける送信のためにエンハンスド
ＦＤＭＡ（ＥＦＤＭＡ）を利用し得る。一般に、変調シンボルが、ＯＦＤＭでは周波数ド
メインにおいて送信され、ＳＣ－ＦＤＭＡでは時間ドメインにおいて送信される。
【００２０】
　[0030]本明細書における教示は、種々の有線またはワイヤレス装置（例えば、ノード）
へと取り入れられ得（例えば、それらに実装、またはそれらによって実行され得る）。い
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くつかの態様においては、本明細書における教示に従って実現されるワイヤレスノードが
、アクセスポイントまたはアクセス端末を備え得る。
【００２１】
　[0031]アクセスポイント（「ＡＰ」）は、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（
「ＲＮＣ」）、エボルブドノードＢ（ｅＮＢ）、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、ベ
ーストランシーバステーション（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能
（「ＴＦ」）、無線ルータ、無線トランシーバ、基本サービスセット（「ＢＳＳ」）、拡
張サービスセット（「ＥＳＳ」）、無線ベースステーション（「ＲＢＳ］）、または何ら
かの他の術語を備え得、あるいはこれらとして実現され得、もしくはこれらとして知られ
得る。
【００２２】
　[0032]アクセス端末（「ＡＴ」）は、加入者局、加入者ユニット、移動局（ＭＳ）、リ
モートステーション、リモート端末、ユーザ端末（ＵＴ）、ユーザエージェント、ユーザ
デバイス、ユーザ機器（ＵＥ）、ユーザステーション、または何らかの他の術語を備え得
、あるいはこれらとして実現され得、もしくはこれらとして知られ得る。いくつかの実施
例において、アクセス端末は、携帯電話機、コードレス電話機、セッション・イニシエー
ション・プロトコル（「ＳＩＰ」）電話機、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）ス
テーション、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤレス接続能力を有する携帯デバイス、
ステーション（「ＳＴＡ」）、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの他の適切な
処理装置を備え得る。したがって、本明細書において教示される１つまたは複数の態様は
、電話機（例えば、携帯電話機またはスマートフォン）、コンピュータ（例えば、ラップ
トップ）、タブレット、携帯通信デバイス、携帯コンピュータデバイス（例えば、携帯情
報端末）、娯楽デバイス（例えば、音楽または映像デバイス、あるいは衛星無線機）、全
地球測位システム（ＧＰＳ）デバイス、あるいはワイヤレスまたは有線の媒体を介して通
信するように構成された任意の他の適切なデバイスへと取り入れられ得る。
【００２３】
　[0033]図１が、本開示の態様が実行され得るワイヤレス通信ネットワーク１００を示し
ている。例えば、ユーザ端末１２０が、異なるユーザおよび／またはストリームのための
パイロット系列がＡＰ（例えば、ＡＰ１１０）によって区別可能（例えば、直交）であり
得るように、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯパイロット系列を生成および利用するために本明細書
に記載の技術を利用し得る。
【００２４】
　[0034]図１は、アクセスポイントとユーザ端末とを有する多元接続多入力多出力（ＭＩ
ＭＯ）システム１００を示している。簡単のために、図１においては、アクセスポイント
１１０が１つだけ示されている。アクセスポイントは、通常は、ユーザ端末と通信する固
定局であり、基地局と呼ばれることもあり、何らかの他の術語で呼ばれ得る。ユーザ端末
は、固定またはモバイルであり得、移動局、ワイヤレスデバイスまたは、何らかの他の術
語で呼ばれ得る。アクセスポイント１１０は、ダウンリンクおよびアップリンクにて任意
の所与の瞬間において１つまたは複数のユーザ端末１２０と通信し得る。ダウンリンク（
すなわち、順方向リンク）は、アクセスポイントからユーザ端末への通信リンクであり、
アップリンク（すなわち、逆方向リンク）は、ユーザ端末からアクセスポイントへの通信
リンクである。ユーザ端末は、他のユーザ端末とピアツーピアの通信を行い得る。システ
ムコントローラ１３０が、アクセスポイントにつながり、アクセスポイントの協調および
制御を提供する。
【００２５】
　[0035]システムコントローラ１３０が、これらのＡＰおよび／または他のシステムの協
調および制御を提供し得る。ＡＰは、例えば無線周波数電力、チャネル、認証、およびセ
キュリティの調節を取り扱うことのできるシステムコントローラ１３０によって管理され
得る。システムコントローラ１３０は、バックホールを介してＡＰと通信し得る。さらに
、ＡＰは、例えばワイヤレスまたは有線のバックホールを介して直接的または間接的に互



(10) JP 2017-505089 A 2017.2.9

10

20

30

40

50

いに通信し得る。
【００２６】
　[0036]以下の開示のいくつかの部分は、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）によって通信す
ることが可能なユーザ端末１２０を説明するが、特定の態様において、ユーザ端末１２０
は、また、ＳＤＭＡをサポートしないいくつかのユーザ端末を含み得る。したがって、こ
のような態様においては、ＡＰ１１０が、ＳＤＭＡおよび非ＳＤＭＡの両方のユーザ端末
と通信するように構成され得る。この手法は、好都合には、事業において古いバージョン
のユーザ端末（「レガシー」ステーション）を展開されたままにすることで、それらの耐
用寿命を延ばしつつ、一方で、より新しいＳＤＭＡユーザ端末を適切であると判断される
とおりに導入することを可能にし得る。
【００２７】
　[0037]システム１００は、ダウンリンクおよびアップリンクにおけるデータ送信のため
に複数の送信および複数の受信アンテナを使用する。アクセスポイント１１０は、Ｎａｐ

個のアンテナを備え、ダウンリンク送信のための多入力（ＭＩ）およびアップリンク送信
のための多出力（ＭＯ）を表す。Ｋ個の選択されたユーザ端末１２０のセットが、ダウン
リンク送信のための多出力およびアップリンク送信のための多入力を集合的に表す。純粋
なＳＤＭＡについては、Ｋ個のユーザ端末のためのデータシンボルストリームが何らかの
手段によって符号、周波数、または時間において多重化されない場合、Ｎａｐ≧Ｋ≧１で
あることが望ましい。データシンボルストリームがＴＤＭＡ技術、ＣＤＭＡにおける異な
る符号チャネル、ＯＦＤＭにおけるサブバンドの素集合、などを使用して多重化され得る
場合、ＫはＮａｐよりも大きくなり得る。各々の選択されたユーザ端末が、ユーザ固有の
データをアクセスポイントへと送信し、および／またはユーザ固有のデータをアクセスポ
イントから受信する。一般に、各々の選択されたユーザ端末は、１つまたは複数のアンテ
ナを備え得る（すなわち、Ｎｕｔ≧１）。Ｋ個の選択されたユーザ端末は、同じ数または
異なる数のアンテナを有することができる。
【００２８】
　[0038]ＳＤＭＡシステムは、時分割複信（ＴＤＤ）システムまたは周波数分割複信（Ｆ
ＤＤ）システムであり得る。ＴＤＤシステムにおいては、ダウンリンクおよびアップリン
クが、同じ周波数帯を共有する。ＦＤＤシステムにおいては、ダウンリンクおよびアップ
リンクが、異なる周波数帯を使用する。ＭＩＭＯシステム１００は、また、送信のために
ただ１つのキャリアまたは複数のキャリアを利用し得る。各々のユーザ端末は、ただ１つ
のアンテナを備え得（例えば、コストを低く抑えるため）、あるいは複数のアンテナを備
え得る（例えば、追加のコストをサポートできる場合）。システム１００は、また、ユー
ザ端末１２０が送信／受信を異なる時間スロット（各々が異なるユーザ端末１２０へと割
り当てられている）へと分割することによって同じ周波数チャネルを共有する場合、ＴＤ
ＭＡシステムであり得る。
【００２９】
　[0039]図２は、本開示の態様が実行され得るＭＩＭＯシステム１００におけるアクセス
ポイント１１０ならびに２つのユーザ端末１２０ｍおよび１２０ｘのブロック図を示して
いる。例えば、ＵＥ１２０が、異なるユーザおよび／またはストリームのためのパイロッ
ト系列がＡＰ（例えば、ＡＰ１１０）によって区別可能であり得るように、ＵＬ　ＭＵ－
ＭＩＭＯパイロット系列を生成および利用するために、本明細書に記載の技術を利用し得
る。
【００３０】
　[0040]アクセスポイント１１０は、Ｎｔ個のアンテナ２２４ａ～２２４ａｐを備える。
ユーザ端末１２０ｍは、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナ２５２ｍａ～２５２ｍｕを備え、ユーザ
端末１２０ｘは、Ｎｕｔ，ｘ個のアンテナ２５２ｘａ～２５２ｘｕを備えている。アクセ
スポイント１１０は、ダウンリンクにおける送信エンティティおよびアップリンクにおけ
る受信エンティティである。各々のユーザ端末１２０は、アップリンクにおける送信エン
ティティおよびダウンリンクにおける受信エンティティである。本明細書において使用さ
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れるとき、「送信エンティティ」は、ワイヤレスチャネルを介してデータを送信すること
ができる独立動作の装置またはデバイスであり、「受信エンティティ」は、ワイヤレスチ
ャネルを介してデータを受信することができる独立動作の装置またはデバイスである。以
下の説明において、下付き文字の「ｄｎ」は、ダウンリンクを指し、下付き文字の「ｕｐ
」は、アップリンクを指し、Ｎｕｐ個のユーザ端末が、アップリンクにおける同時送信に
ついて選択され、Ｎｄｎ個のユーザ端末が、ダウンリンクにおける同時送信について選択
され、Ｎｕｐは、Ｎｄｎに等しくても、等しくなくてもよく、ＮｕｐおよびＮｄｎは、静
的な値であり得、または各々のスケジューリング間隔ごとに変化してもよい。ビームステ
アリングまたは何らかの他の空間処理技術は、アクセスポイントおよびユーザ端末におい
て使用され得る。
【００３１】
　[0041]アップリンクに関し、アップリンク送信について選択された各々のユーザ端末１
２０において、送信（ＴＸ）データプロセッサ２８８が、データソース２８６からのトラ
フィックデータおよびコントローラ２８０からの制御データを受け取る。コントローラ２
８０は、メモリ２８２に接続され得る。ＴＸデータプロセッサ２８８は、ユーザ端末につ
いて選択されたレートに関連付けられた符号化および変調のスキームにもとづいてユーザ
端末についてのトラフィックデータを処理（例えば、符号化、インターリーブ、および変
調）し、データシンボルストリームをもたらす。ＴＸ空間プロセッサ２９０が、データシ
ンボルストリームについて空間処理を実行し、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナのためのＮｕｔ，

ｍ個の送信シンボルストリームをもたらす。各々の送信機ユニット（ＴＭＴＲ）２５４が
、それぞれの送信シンボルストリームを受け取って処理し（例えば、アナログへの変換、
増幅、フィルタ処理、および周波数のアップコンバートを行い）、アップリンク信号を生
成する。Ｎｕｔ，ｍ個の送信機ユニット２５４は、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナ２５２からア
クセスポイントへの送信のためのＮｕｔ，ｍ個のアップリンク信号をもたらす。
【００３２】
　[0042]Ｎｕｐ個のユーザ端末は、アップリンクにおける同時送信についてスケジューリ
ングされ得る。これらのユーザ端末の各々は、自身のデータシンボルストリームについて
空間処理を実行し、アップリンクにおいてアクセスポイントへと自身の一式の送信シンボ
ルストリームを送信する。
【００３３】
　[0043]アクセスポイント１１０において、Ｎａｐ個のアンテナ２２４ａ～２２４ａｐが
、アップリンクで送信しているＮｕｐ個のすべてのユーザ端末からのアップリンク信号を
受信する。各々のアンテナ２２４が、受信信号を、それぞれの受信機ユニット（ＲＣＶＲ
）２２２へともたらす。各々の受信機ユニット２２２は、送信機ユニット２５４によって
実行された処理と対をなす処理を実行し、受信シンボルストリームをもたらす。ＲＸ空間
プロセッサ２４０が、Ｎａｐ個の受信機ユニット２２２からのＮａｐ個の受信シンボルス
トリームについて受信機空間処理を実行し、Ｎｕｐ個の復元されたアップリンクデータシ
ンボルストリームをもたらす。受信機空間処理は、チャネル相間行列反転（ＣＣＭＩ）、
最小平均二乗誤差（ＭＭＳＥ）、ソフト干渉除去（ＳＩＣ）、または何らかの他の技術に
従って実行される。各々の復元されたアップリンクデータシンボルストリームは、それぞ
れのユーザ端末によって送信されたデータシンボルストリームの推定である。ＲＸデータ
プロセッサ２４２が、各々の復元されたアップリンクデータシンボルストリームを、この
ストリームについて符号化データを取得するために用いられたレートに従って処理する（
例えば、復調、デインターリーブ、および復号を行う）。各々のユーザ端末についての復
号されたデータは、記憶のためにデータシンク２４４へと提供され得、および／またはさ
らなる処理のためにコントローラ２３０へと提供され得る。コントローラ２３０は、メモ
リ２３２に接続され得る。
【００３４】
　[0044]ダウンリンクに関しては、アクセスポイント１１０において、ＴＸデータプロセ
ッサ２１０が、ダウンリンク送信についてスケジューリングされたＮｄｎ個のユーザ端末
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についてのデータソース２０８からのトラフィックデータと、コントローラ２３０からの
制御データと、おそらくはスケジューラ２３４からの他のデータとを受け取る。種々の種
類のデータは、異なる搬送チャネルにて送信され得る。ＴＸデータプロセッサ２１０が、
各々のユーザ端末についてのトラフィックデータを、このユーザ端末について選択された
レートにもとづいて処理する（例えば、符号化、インターリーブ、および変調を行う）。
ＴＸデータプロセッサ２１０は、Ｎｄｎ個のユーザ端末のためのＮｄｎ個のダウンリンク
データシンボルストリームをもたらす。ＴＸ空間プロセッサ２２０が、Ｎｄｎ個のダウン
リンクデータシンボルストリームについて空間処理（本開示で説明するようなプリコーデ
ィングまたはビームフォーミングなど）を実行し、Ｎａｐ個のアンテナのためのＮａｐ個
の送信シンボルストリームをもたらす。各々の送信機ユニット２２２が、それぞれの送信
シンボルストリームを受け取って処理し、ダウンリンク信号を生成する。Ｎａｐ個の送信
機ユニット２２２は、Ｎａｐ個のアンテナ２２４からユーザ端末への送信のためのＮａｐ

個のダウンリンク信号をもたらす。
【００３５】
　[0045]各々のユーザ端末１２０において、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナ２５２が、アクセス
ポイント１１０からのＮａｐ個のダウンリンク信号を受信する。各々の受信機ユニット２
５４が、関連付けられたアンテナ２５２からの受信信号を処理し、受信シンボルストリー
ムをもたらす。ＲＸ空間プロセッサ２６０が、Ｎｕｔ，ｍ個の受信機ユニット２５４から
のＮｕｔ，ｍ個の受信シンボルストリームに対して受信機空間処理を実行し、ユーザ端末
についての復元されたダウンリンクデータシンボルストリームをもたらす。受信機空間処
理は、ＣＣＭＩ、ＭＭＳＥ、または何らかの他の技術に従って実行される。ＲＸデータプ
ロセッサ２７０が、復元されたダウンリンクデータシンボルストリームを処理し（例えば
、復調、デインターリーブ、および復号を行い）、ユーザ端末についての復号されたデー
タを取得する。各々のユーザ端末についての復号されたデータは、記憶のためにデータシ
ンク２７２へと提供され得、および／またはさらなる処理のためにコントローラ２８０へ
と提供され得る。
【００３６】
　[0046]各々のユーザ端末１２０において、チャネル推定器２７８が、ダウンリンクチャ
ネル応答を評価し、ダウンリンクチャネル推定をもたらし、ダウンリンクチャネル推定は
チャネル利得推定、ＳＮＲ推定、雑音分散、などを含み得る。同様に、アクセスポイント
１１０において、チャネル推定器２２８が、アップリンクチャネル応答を評価し、アップ
リンクチャネル推定をもたらす。各々のユーザ端末のコントローラ２８０が、例示的には
、ユーザ端末についての空間フィルタ行列を、このユーザ端末についてのダウンリンクチ
ャネル応答行列Ｈｄｎ，ｍにもとづいて導出する。コントローラ２３０が、アクセスポイ
ントについての空間フィルタ行列を、有効アップリンクチャネル応答行列Ｈｕｐ，ｅｆｆ

にもとづいて導出する。各々のユーザ端末のコントローラ２８０は、アクセスポイントへ
とフィードバック情報（例えば、ダウンリンクおよび／またはアップリンクの固有ベクト
ル、固有値、ＳＮＲ推定、など）を送信し得る。コントローラ２３０および２８０は、ま
た、アクセスポイント１１０およびユーザ端末１２０のそれぞれにおける種々の処理ユニ
ットの動作も制御する。
【００３７】
　[0047]図３が、ＭＩＭＯシステム１００において使用され得るワイヤレスデバイス３０
２において利用され得る種々の構成要素を示している。ワイヤレスデバイス３０２は、本
明細書に記載の種々の方法を実行するように構成され得るデバイスの例である。例えば、
ワイヤレスデバイスは、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯパイロット系列を生成および利用し得る。
ワイヤレスデバイス３０２は、アクセスポイント１１０またはユーザ端末１２０であり得
る。
【００３８】
　[0048]ワイヤレスデバイス３０２は、ワイヤレスデバイス３０２の動作を制御するプロ
セッサ３０４を含み得る。プロセッサ３０４は、また、中央演算処理装置（ＣＰＵ）とも
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称され得る。メモリ３０６は、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）およびランダムアクセスメ
モリ（ＲＡＭ）の両方を含み得、メモリ３０６は、プロセッサ３０４へとインストラクシ
ョンおよびデータをもたらす。メモリ３０６の一部は、不揮発ランダムアクセスメモリ（
ＮＶＲＡＭ）を含み得る。プロセッサ３０４は、例示的には、メモリ３０６内に記憶され
たプログラムインストラクションにもとづいて論理および算術演算を実行する。メモリ３
０６内のインストラクションは、本明細書に記載の方法を実施するために実行可能であり
得る。
【００３９】
　[0049]ワイヤレスデバイス３０２は、また、ワイヤレスデバイス３０２とリモートノー
ドとの間でのデータの送信および受信を可能にするための送信機３１０および受信機３１
２を含み得るハウジング３０８を含み得る。送信機３１０および受信機３１２は、トラン
シーバ３１４へと組み合わされ得る。単一のまたは複数の送信アンテナ３１６は、ハウジ
ング３０８へと取り付けされ得、トランシーバ３１４へと電気的に接続され得る。ワイヤ
レスデバイス３０２は、複数の送信機、複数の受信機、および複数のトランシーバを含み
得る（図示せず）。
【００４０】
　[0050]ワイヤレスデバイス３０２は、トランシーバ３１４によって受信される信号のレ
ベルを検出して定量化する試みにおいて使用され得る信号検出器３１８をさらに含み得る
。信号検出器３１８は、このような信号を、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア
ごとのエネルギー、電力スペクトル密度、および他の信号として検出し得る。ワイヤレス
デバイス３０２は、信号の処理において使用するためのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ
）３２０をさらに含み得る。
【００４１】
　[0051]ワイヤレスデバイス３０２の種々の構成要素はバスシステム３２２によって互い
に接続され得、バスシステム３２２は、電源バス、制御信号バス、および状態信号バスを
データバスに加えて含み得る。
【００４２】
　[0052]ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯのための例示的なパイロットマッピング
　上述のように、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯにおいて、ＡＰは、良好な接続を維持し、干渉を
最小限にするために、ユーザごとの位相トラッキングおよびストリームごとの位相オフセ
ット補正の実行を必要とし得る。結果として、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ受信のためにＭＩＭ
Ｏパイロットを含むことが望まれ得る。
【００４３】
　[0053]しかしながら、特定のシステムは、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯを考慮していない単一
ストリームパイロットを利用し得る。したがって、本開示のいくつかの態様は、異なるユ
ーザおよび／またはストリームのためのパイロット系列がＡＰによって区別可能（すなわ
ち、直交）であり得るように、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯパイロット系列を生成および利用す
るための技術を提供する。これは、ＡＰがユーザごとの位相トラッキングおよびストリー
ムごとの位相オフセット補正を実行することを可能にし得る。本技術は、２０／４０／８
０／１６０ＭＨｚを利用するシステムなど、種々のシステムに適用され得る。
【００４４】
　[0054]特定の態様によれば、パイロット系列は、直交空間－時間および直交空間－周波
数パイロットマッピング、直交空間－周波数パイロットマッピングによって取得され得、
あるいはシングルストリームパイロットとして取得され得る。
【００４５】
　[0055]図４は、本開示の特定の態様によるワイヤレスネットワークにおける通信のため
の例示的な動作４００を示している。動作４００は、例えば、アクセスポイントとのＭＵ
－ＭＩＭＯ通信に関与するワイヤレスステーションのグループのうちの１つによって実行
され得る。
【００４６】
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　[0056]動作４００は、４０２において、マルチユーザ多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信の
複数の空間ストリームのうちの１つまたは複数のためのパイロットの少なくとも１つの系
列を生成することによって始まり、ここにおいて、パイロットの少なくとも１つの系列は
、当該装置または他の装置によって送信されるパイロットの少なくとも１つの他の系列か
ら区別可能である。４０４において、ステーションは、ＭＩＭＯ送信におけるデバイスへ
の送信のためにパイロットの系列を出力し得る。
【００４７】
　[0057]図５は、本開示の特定の態様によるワイヤレスネットワークにおける通信のため
の例示的な動作５００を示している。動作５００は、例えば、ワイヤレスステーション（
例えば、動作４００を実行する）のグループとのＭＵ－ＭＩＭＯ通信に関与するアクセス
ポイントによって実行され得る。
【００４８】
　[0058]動作５００は、５０２において、第１のデバイスからの第１の多入力多出力（Ｍ
ＩＭＯ）送信に関連する１つまたは複数の空間ストリームのためのパイロットの第１の系
列、および第２のデバイスからの第２のＭＩＭＯ送信に関連する１つまたは複数の空間ス
トリームのためのパイロットの第２の系列を取得（受信）することによって始まる。５０
４において、アクセスポイントは、パイロットの第１の系列およびパイロットの第２の系
列にもとづいて第１のデバイスおよび第２のデバイスのための位相トラッキングを実行し
得る。
【００４９】
　[0059]本開示の態様によれば、異なるストリームが（例えば、後述される直交マッピン
グのオプションのうちの１つからの）異なるパイロット系列を使用し得、あるいはすべて
のストリームが同じパイロット系列（以下では、「単一ストリーム系列」と称される）を
使用し得る。固定パイロットケースと称され得る特定の態様によれば、１つのパイロット
が、異なるＭＩＭＯストリームのために同じトーンで送信され得る。
【００５０】
　[0060]特定の態様によれば、パイロット系列は、直交空間－時間および直交空間－周波
数パイロットマッピングにもとづいて生成され得る。これは、直交パイロット設計が高度
に相関したチャネルについてよりロバストであり得るため、有益であり得る。
【００５１】
　[0061]ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯにおいて、直交パイロットマッピングは、（ＡＰが）複数
のユーザ間を区別するのに役立ち得る。特定のパイロット（例えば、非ＵＬ　ＭＵ－ＭＩ
ＭＯ　８０２．１１ｎパイロット）は、図６および７にそれぞれ示されるように、２０／
４０ＭＨｚに関して、周波数および時間の両方において、空間ストリーム間で直交するよ
うに設計されている（４０ＭＨｚにおけるパイロットトーンは必ずしもすべてが時間ドメ
インにおいて直交ではないことに注意）。本開示の特定の態様によれば、このようなマッ
ピングが、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯパイロット系列に使用され得る。例えば、２０ＭＨｚ／
４０ＭＨｚ　ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ送信が、図６および／または７に示されるパイロット
系列を使用し得る。
【００５２】
　[0062]しかしながら、（例えば、８０ＭＨｚ動作のための）いくつかの場合には、図８
に示されるような新たな直交パイロットマッピングが使用され得る。図示のとおり、パイ
ロット系列は、例えば、第１列がすべて「－１」へと変更された自然順序のアダマール行
列によって形成され得る。いくつかの場合、単一ストリーム（すなわち、Ｎｓｔｓ＝１）
について、空間－時間－周波数の直交性が必要とされる場合、系列は［1 1 1 -1 1 1 1 -
1］であり得る。８０ＭＨｚのパイロット（８トーンによる）のピーク対平均電力比（Ｐ
ＡＰＲ）は、データ部（２３４トーンによる）ドミナントのＰＡＰＲほどの大きな影響を
有しないことがある。
【００５３】
　[0063]いくつかの場合、８０ＭＨｚにおけるパイロットトーンマッピングは、以下の式
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によって決定され得：
【数１】

ここで、ｎは、０にて始まるＤＡＴＡシンボルインデックスである。いくつかの場合、新
たな直交パイロットが、２０／４０ＭＨｚに関して、４を超えるストリーム数（すなわち
、Ｎｓｔｓ＞４）で必要とされ得る。
【００５４】
　[0064]図９が、図８からのパイロット値を利用する８０ＭＨｚに関するパイロット値の
例示的なＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ送信を示している。図９に示されるとおり、ＵＬ－ＭＩＭ
Ｏ送信は、２つのストリーム、すなわちストリーム１およびストリーム２を備える（すな
わち、ＮＳＴＳ＝２）。さらに、図示のとおり、かつ図８の表を参照すると、ストリーム
１（すなわち、ｉＳＴＳ＝１）が、ＮＳＴＳ＝２およびｉＳＴＳ＝１に関連するパイロッ
ト値（すなわち、-1, -1, 1, -1, 1, -1, 1, -1）を備える一方で、ストリーム２は、Ｎ

ＳＴＳ＝２およびｉＳＴＳ＝２に関連するパイロット値（-1, 1, 1, 1, 1, 1, 1,）を備
える。
【００５５】
　[0065]特定の態様によれば、８０ＭＨｚに関する直交パイロットは、以下の式に従って
決定され得：
【数２】

ここで、ウォルシュ行列Ｗ＝［Ｗ４　Ｗ４；　Ｗ４　－Ｗ４］およびＷ４＝ [1 1 1 1; 1
 -1 1 -1; 1 1 -1 -1; 1 -1 -1 1] が、空間－時間直交性をもたらすために使用され得る
。さらに、Ｐ８ｘ８は、空間－周波数直交性をもたらすために使用される（例えば、８０
２．１１ａｃに定められているとおりの）８ｘ８のＰ行列であり得る。
【００５６】
　[0066]特定の態様によれば、１６０ＭＨｚの送信に関して、上述のとおりの８０ＭＨｚ
のパイロットマッピングが、１６０ＭＨｚ送信の２つの８０ＭＨｚサブチャネルにおいて
複製され得る。換言すると、上述のパイロット系列が使用され得るが、各々のパイロット
系列が両方８０ＭＨｚサブチャネルにおいて送信される。
【００５７】
　[0067]いくつかの場合、空間－時間直交でもあるパイロット系列とは対照的に、直交空
間－周波数パイロット系列が、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯに使用され得る。実際には直交空間
－時間マッピングが復調性能の点で常に有益であるとは限らないので、直交空間－周波数
パイロットだけを使用することが、容認可能な場合がある。例えば、いくつかの場合に、
良好なセトリング挙動のために位相ロックループ（ＰＬＬ）のループ帯域幅を増やすこと
がより有益であり得る。しかしながら、パイロットトラッキングを改善するために時間平
均をとることが、高い周波数の位相ノイズに起因して、ループ帯域幅が増やされたいくつ
かの場合においては、うまく機能しないことがある。



(16) JP 2017-505089 A 2017.2.9

10

20

30

40

50

【００５８】
　[0068]空間－周波数直交性だけが考慮される場合、さまざまな種類の直交符号が、ＭＩ
ＭＯパイロットマッピングに使用され得る（例えば、ＢＰＳＫだけが許される場合のウォ
ルシュ系列またはＰＮ系列、あるいはＦＦＴ系列であり得る）。例として、２０／４０Ｍ
Ｈｚに関して、図６および７の表に示されるＮｓｔｓ＝４についての系列が、４つ以下の
空間ストリーム（すなわち、Ｎｓｔｓ≦４）における任意の空間ストリームインデックス
の場合に使用され得る。この場合、４を超える空間ストリーム数（すなわち、Ｎｓｔｓ＞
４）において２０／４０ＭＨｚに関して新たな直交パイロット系列の必要性が依然として
存在し得る。
【００５９】
　[0069]８０ＭＨｚ　ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯにおける空間－周波数直交性に関して、空間
ストリームの数が８以下（すなわち、Ｎｓｔｓ≦８）の任意の空間ストリームインデック
ス（すなわち、ｉＳＴＳ）について、図８に示した表中の系列を使用することが可能であ
り得る。８０ＭＨｚに関して、Ｎｓｔｓ≦８の任意の空間ストリームインデックスについ
てウォルシュカバーリング（すなわち、８ｘ８のＰ行列）を伴わない図８の系列を使用す
ることも可能であり得る。
【００６０】
　[0070]直交空間－時間および直交空間－周波数パイロットトーンマッピングと同様に、
８０ＭＨｚ　ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯにおける空間－周波数直交性のためのパイロットトー
ンマッピングは、以下の式によって決定され得：
【数３】

ここで、ｎは、０で始まるＤＡＴＡシンボルインデックスである。
【００６１】
　[0071]本開示において言及される例示的な２０／４０／８０ＭＨｚ送信は、一般に、対
応するパイロット数が２０ＭＨｚについて４、４０ＭＨｚについて６、および８０ＭＨｚ
について８であるように、１ｘシンボル持続時間（すなわち、８０２．１１ａｃパイロッ
ト送信のような）による送信に対応し得る。しかしながら、いくつかの場合、異なるシン
ボル持続時間が、８０２．１１ａｘにおいて指定される４ｘシンボル持続時間など、唯一
の動作モードとして指定され得る。したがって、８０２．１１ａｘのパケットに関して、
ＦＦＴサイズは、同じ帯域幅の１１ａｃのそれの４倍となり得る。さらに、いくつかの場
合、８０２．１１ａｘ　２０ＭＨｚ　４ｘのトーンプランは、８０２．１１ａｃ　８０Ｍ
Ｈｚのトーンプラン（１ｘのシンボル持続時間を使用）と同じ数のパイロットおよびデー
タトーンを使用し得る。このように、特定の態様によれば、８つのパイロットによる８０
ＭＨｚ　１ｘのためのパイロットマッピングは、４ｘのシンボル持続時間の１１ａｘ　２
０ＭＨｚに直接使用され得る。
【００６２】
　[0072]したがって、（例えば、図６～８の）本明細書において提案されるパイロットマ
ッピング行列は、基本的にパイロットの数に関係し、送信帯域幅には必ずしも厳密に関係
しないと考えられ得る。換言すると、異なる数のパイロットによる送信は、異なるマッピ
ング表の使用を必要とし得、あるいはより大きなマッピング行列のサブセットを使用し得
る。
【００６３】
　[0073]いくつかの場合、条件に応じて、単一ストリームパイロットが、ＭＩＭＯパイロ
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ットの代わりに使用され得る。例えば、ＵＬ空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）において、異
なるユーザ／ストリームからのチャネルが比較的独立であり得る高い可能性が存在し得る
。この場合、空間－周波数直交性も、厳密には必要とされないことがある。したがって、
特に、ビームフォーミングパターンを崩す（break）ために各々のストリームとともに循
環シフトダイバーシティ（ＣＳＤ）が使用される（例えば、各々の空間ストリームに異な
る循環シフト遅延（ＣＳＤ）を適用することによって）場合に、単一ストリームパイロッ
トが使用され得る。特定の態様によれば、単一ストリームパイロットを受信する装置が、
各々の空間ストリームを対応するＣＳＤにもとづいて区別するように構成され得る。さら
に、各々のユーザが異なるチャネルに関連付けられる場合、直交性は、所与の空間ストリ
ームについて周波数をまたぎ、あるいは同じユーザに属するストリームをまたぐ合成（co
mbining）が行われる場合に限り、有用となり得る。
【００６４】
　[0074]いくつかの場合、第１の帯域幅（例えば、８０ＭＨｚ）に関してＵＬ　ＭＵ　Ｍ
ＩＭＯにおいて単一ストリームパイロットを使用するときには、既存のパイロット系列（
８０２．１１ａｃに従って定められる）が、パイロットマッピングに使用され得る。他の
帯域幅（例えば、２０／４０ＭＨｚ）に関して、単一ストリームパイロットは、単一スト
リームのケースに関して本明細書で論じたパイロット系列（例えば、図６および７に示し
た表の第１行）にもとづき得る。
【００６５】
　[0075]いくつかの場合、パイロット系列は、単一ストリームパイロットを使用するとき
、すべてのストリームまたはユーザについて同じであり得る。しかしながら、いくつかの
場合、パイロット系列は、ユーザからユーザへと変化することが許され得る。
【００６６】
　[0076]特定の態様によれば、単一ストリームパイロットまたはＭＩＭＯパイロットのど
ちらを使用するかの決定は、特定の状況に依存し得、例えばどちらが所望の性能をもたら
すかに依存する。いくつかの場合、デバイスは、単一ストリームおよびＭＩＭＯパイロッ
トの使用の間を動的に切り換わり得る。例えば、一方の種類のパイロットを使用している
ときに性能が低下する場合、システムは、（例えば、ＡＰによって制御された切り換えに
よって）他方の種類のパイロットへと切り換わり得る。いくつかの場合、単一ストリーム
パイロットまたはＭＩＭＯパイロットのどちらを使用するかの決定は、ユーザ（ステーシ
ョン）の地理的位置に依存し得る。例えば、独立して位置した（同一場所にない）ユーザ
に関して、単一ストリームパイロットが、性能を維持しつつ単純さのために使用され得る
。他方で、同一場所にあるユーザに関しては、ＭＩＭＯパイロットが、同一場所にあるユ
ーザにまたがって性能を改善するために使用され得る。
【００６７】
　[0077]特定の態様によれば、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯに関してストリームごとにＣＳＤを
有する単一ストリームパイロット（例えば、８０２．１１ａｃに定められるとおり）を使
用することによって、位相トラッキング性能は、充分に正確であり得る。この技術は、比
較的単純であり得、いずれも同様の性能を有し得る直交符号のどれが使用されるべきかに
ついての決定を行う必要性を回避し得る。しかしながら、いくつかの場合、単一ストリー
ムパイロットの有効性は、高相関（例えば、同一場所に位置する）の状況において、ユー
ザごとの独立周波数オフセットおよびユーザごとの位相トラッキングに鑑みて、どの程度
の相関が許容され得るかに依存し得る。
【００６８】
　[0078]上述の方法の種々の動作は、対応する機能を実行することができる任意の適切な
手段によって実行され得る。手段として、これらに限られるわけではないが、回路、特定
用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、またはプロセッサを含む、種々のハードウェアおよび／
またはソフトウェア構成要素および／またはモジュールが挙げられ得る。一般に、図面に
示される動作が存在する場合、それらの動作は、同様の番号が付される対応する同等のミ
ーンズプラスファンクション（means-plus-function）構成要素を有し得る。例えば、図



(18) JP 2017-505089 A 2017.2.9

10

20

30

40

50

４および５に示される動作４００および５００は、図４Ａおよび５Ａに示される手段４０
０Ａおよび５００Ａに対応する。
【００６９】
　[0079]例えば、送信する（あるいは、出力する）ための手段は、図２に示されるアクセ
スポイント１１０の送信機（例えば、送信機ユニット２２２）および／またはアンテナ２
２４、あるいは図３に示される送信機３１０および／またはアンテナ３１６を備え得る。
受信する（あるいは、取得する）ための手段は、図２に示されるアクセスポイント１１０
の受信機（例えば、受信機ユニット２２２）および／またはアンテナ２２４、あるいは図
３に示される受信機３１２および／またはアンテナ３１６を備え得る。
【００７０】
　[0080]生成するための手段および決定するための手段は、処理システムを備え得、処理
システムは、図２に示したアクセスポイント１１０のＲＸデータプロセッサ２４２、ＴＸ
データプロセッサ２１０、および／またはコントローラ２３０、あるいは図３に示したプ
ロセッサ３０４および／またはＤＳＰ３２０などの１つまたは複数のプロセッサを含み得
る。
【００７１】
　[0081]特定の態様によれば、このような手段は、上述の種々のアルゴリズムを実行する
（例えば、ハードウェアにて実行し、あるいはソフトウェアインストラクションを実行す
ることによって実行する）ことによって対応する機能を実行するように構成された処理シ
ステムによって実現され得る。
【００７２】
　[0082]本明細書において使用されるとき、用語「決定する」は、幅広くさまざまな行為
を包含する。例えば、「決定する」は、計算する、演算する、処理する、導出する、調査
する、参照する（例えば、表、データベース、または他のデータ構造を参照する）、確か
める、などを含み得る。また、「決定する」は、受け取る（例えば、情報を受信する）、
アクセスする（例えば、メモリ内のデータにアクセスする）、などを含み得る。さらに、
「決定する」は、解決する、選択する、選ぶ、確立させる、などを含み得る。
【００７３】
　[0083]本明細書において使用されるとき、用語「出力する」は、或るエンティティ（例
えば、処理システム）から送信のための他のエンティティ（例えば、ＲＦフロントエンド
またはモデム）への構造の実際の送信または出力を含み得る。本明細書において使用され
るとき、用語「取得する」は、空気を介して伝えられる構造の実際の受信、または或るエ
ンティティ（例えば、処理システム）による別のエンティティ（例えば、ＲＦフロントエ
ンドまたはモデム）からの構造の取得を含み得る。
【００７４】
　[0084]本明細書において使用されるとき、アイテムのリスト「のうちの少なくとも１つ
」に言及する表現は、これらのアイテムの任意の組み合わせを指し、単独の場合も含む。
例として、「ａ、ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－
ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－ｂ－ｃ、ならびに同じ構成要素を複数含む任意の組み合わせ（例
えば、ａ－ａ、ａ－ａ－ａ、ａ－ａ－ｂ、ａ－ａ－ｃ、ａ－ｂ－ｂ、ａ－ｃ－ｃ、ｂ－ｂ
、ｂ－ｂ－ｂ、ｂ－ｂ－ｃ、ｃ－ｃ、およびｃ－ｃ－ｃ、あるいはａ、ｂ、およびｃの任
意の他の並び）を包含するように意図される。
【００７５】
　[0085]本開示に関連して説明される種々の例示の論理ブロック、モジュール、および回
路は、汎用のプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマ
ブルな論理素子（ＰＬＤ）、ディスクリートなゲートまたはトランジスタ論理回路、ディ
スクリートなハードウェアコンポーネント、あるいは本明細書に記載の機能を実行するよ
うに設計されたこれらの任意の組み合わせによって実施または実行され得る。汎用のプロ
セッサは、マイクロプロセッサであり得るが、代替形態においては、プロセッサは、任意
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の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであ
り得る。プロセッサは、また、例えばＤＳＰとマイクロプロセッサとの組み合わせ、複数
のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと併せた１つまたは複数のマイクロプロセッサ、また
は任意の他のこのような構成など、コンピュータデバイスの組み合わせとしても実現され
得る。
【００７６】
　[0086]本開示に関連して説明される方法またはアルゴリズムの各ステップは、ハードウ
ェア、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュール、または両者の組み合わせ
にて直接的に具現化され得る。ソフトウェアモジュールは、技術的に公知の任意の形態の
記憶媒体に位置し得る。使用され得る記憶媒体のいくつかの例として、ランダムアクセス
メモリ（ＲＡＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、フラッシュメモリ、ＥＰＲＯＭメモ
リ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディス
ク、ＣＤ－ＲＯＭ、などが挙げられる。ソフトウェアモジュールは、単一のインストラク
ションまたは多数のインストラクションを備え得、いくつかの異なるコード部分、異なる
プログラム、および複数の記憶媒体に分散され得る。記憶媒体は、記憶媒体からの情報の
読み出しおよび記録媒体への情報の書き込みがプロセッサにとって可能であるように、プ
ロセッサへと接続され得る。代替形態においては、記憶媒体がプロセッサに一体化され得
る。
【００７７】
　[0087]本明細書に開示される方法は、記載の方法を達成するための１つまたは複数のス
テップまたは動作を備える。方法の各ステップおよび／または各動作は、特許請求の範囲
の技術的範囲から逸脱することなく互いに入れ換えられ得る。換言すると、ステップまた
は動作について特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／または動作の順
序および／または使用は、特許請求の範囲の技術的範囲から逸脱することなく変更され得
る。
【００７８】
　[0088]上述の機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはこれらの
任意の組み合わせにおいて実現され得る。ハードウェアにて実現される場合、例示的なハ
ードウェアの構成は、ワイヤレスノードにおける処理システムを備え得る。処理システム
は、バスアーキテクチャを備えて実現され得る。バスは、処理システムの個々の用途およ
び全体としての設計の制約事項に応じて、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含み
得る。バスは、プロセッサ、機械で読み取ることができる媒体、およびバスインターフェ
イスを含む種々の回路を互いに接続し得る。バスインターフェイスは、とりわけネットワ
ークアダプタをバスを介して処理システムへと接続するために使用され得る。ネットワー
クアダプタが、物理（ＰＨＹ）層の信号処理機能を実現するために使用され得る。ユーザ
端末１２０（図１を参照）の場合、ユーザインターフェイス（例えば、キーパッド、表示
装置、マウス、ジョイスティック、など）も、バスへと接続され得る。バスは、タイミン
グソース、周辺機器、電圧調整装置、電力管理回路、など、種々の他の回路も接続し得、
それは、技術的に周知であり、したがってこれ以上は説明されない。
【００７９】
　[0089]プロセッサは、機械読み取り可能な媒体に記憶されたソフトウェアの実行を含む
、バスおよび全体的な処理の管理を担当し得る。プロセッサは、１つまたは複数の汎用お
よび／または専用のプロセッサにて実現され得る。例として、マイクロプロセッサ、マイ
クロコントローラ、ＤＳＰプロセッサ、およびソフトウェアを実行することができる他の
回路が挙げられる。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マ
イクロコード、またはハードウェア記述言語、または他のやり方のいずれで呼ばれるにせ
よ、インストラクション、データ、またはそれらの任意の組み合わせを意味するものと広
く解釈されるべきである。機械読み取り可能な媒体として、例えば、ＲＡＭ（ランダムア
クセスメモリ）、フラッシュメモリ、ＲＯＭ（読み出し専用メモリ）、ＰＲＯＭ（プログ
ラマブル読み出し専用メモリ）、ＥＰＲＯＭ（消去可能なプログラマブル読み出し専用メ
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モリ）、ＥＥＰＲＯＭ（電気的に消去可能なプログラマブル読み出し専用メモリ）、レジ
スタ、磁気ディスク、光ディスク、ハードドライブ、または任意の他の適切な記憶媒体、
あるいはこれらの任意の組み合わせが挙げられ得る。機械読み取り可能な媒体は、コンピ
ュータプログラム製品に具現化され得る。コンピュータプログラム製品は、梱包材料を備
え得る。
【００８０】
　[0090]ハードウェアの実施例においては、機械読み取り可能な媒体が、プロセッサとは
別の処理システムの一部であり得る。しかしながら、当業者であれば、機械読み取り可能
な媒体またはこの任意の一部分が、処理システムの外部にあり得ることを、容易に理解で
きるであろう。例として、機械読み取り可能な媒体として、いずれもバスインターフェイ
スを介してプロセッサよってアクセスされ得る送信線、データによって変調された搬送波
、および／またはワイヤレスノードとは別のインストラクションを記憶したコンピュータ
読み取り可能な媒体が挙げられ得る。これに代え、あるいはこれに加えて、機械読み取り
可能な媒体またはこの任意の一部分は、キャッシュおよび／または汎用レジスタファイル
を有し得る場合など、プロセッサに一体化され得る。
【００８１】
　[0091]処理システムは、プロセッサ機能をもたらす１つまたは複数のマイクロプロセッ
サと、機械読み取り可能な媒体の少なくとも一部分をもたらす外部メモリとを有し、すべ
てが外部バスアーキテクチャを介して他の支持回路に接続される汎用の処理システムとし
て構成され得る。あるいは、処理システムは、プロセッサと、バスインターフェイスと、
アクセス端末の場合のユーザインターフェイスと、支持回路と、機械読み取り可能な媒体
の少なくとも一部分とをただ１つのチップへと統合して備えるＡＳＩＣ（特定用途向け集
積回路）にて実現され得、もしくは１つまたは複数のＦＰＧＡ（フィールドプログラマブ
ルゲートアレイ）、ＰＬＤ（プログラマブル論理デバイス）、コントローラ、ステートマ
シン、ゲートロジック、ディスクリートなハードウェア構成要素、または任意の他の適切
な回路、あるいは本開示の各所に記載の種々の機能を実行することができる回路の任意の
組み合わせにて実現され得る。当業者であれば、個々の用途および全体としてのシステム
に課せられる全体的な設計の制約に応じて、処理システムの上述の機能を最も上手く実現
するやり方を、理解できるであろう。
【００８２】
　[0092]機械読み取り可能な媒体は、いくつかのソフトウェアモジュールを備え得る。ソ
フトウェアモジュールは、プロセッサなどの装置によって実行されたときに処理システム
に種々の機能を実行させるインストラクションを含む。ソフトウェアモジュールは、送信
モジュールおよび受信モジュールを含み得る。各々のソフトウェアモジュールは、ただ１
つの記憶装置に位置し得、あるいは複数の記憶装置に分散され得る。例として、ソフトウ
ェアモジュールは、引き金の事象が生じたときにハードドライブからＲＡＭへとロードさ
れ得る。ソフトウェアモジュールの実行時に、プロセッサは、アクセス速度の向上のため
にインストラクションの一部をキャッシュへとロードし得る。したがって、１つまたは複
数のキャッシュラインは、プロセッサによる実行のために汎用レジスタファイルへとロー
ドされ得る。以下でのソフトウェアモジュールの機能への言及において、このような機能
が、このソフトウェアモジュールからのインストラクションの実行時にプロセッサによっ
て実現されることを、理解できるであろう。
【００８３】
　[0093]ソフトウェアにて実現される場合、これらの機能は、コンピュータ読取可能媒体
上の１つまたは複数のインストラクションまたはコードとして記憶または伝達され得る。
コンピュータ読取可能媒体は、或る場所から他の場所へのコンピュータプログラムの移動
を促進する任意の媒体を含むコンピュータ記憶媒体および通信媒体の両方を含む。記憶媒
体は、コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。これら
に限られるわけではないが、例として、このようなコンピュータ読取可能媒体は、ＲＡＭ
、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記
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またはデータ構造の形態で保持または記憶するために使用されることができ、コンピュー
タによってアクセスされることができる任意の他の媒体を備え得る。また、何らかの接続
も、コンピュータ読取可能媒体と称することが妥当である。例えば、ソフトウェアが、ウ
ェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、
対より線、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、あるいは赤外線（ＩＲ）、無線、およびマイク
ロ波などのワイヤレス技術を使用して送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブ
ル、ツイストペア、ＤＳＬ、あるいは赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス
技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書において使用されるとき、ディスク（ｄｉｓｋ
およびｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、光
ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、およ
びＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスクを含み、ここでディスク（ｄｉｓｋ）が、通常は
データを磁気的に再生する一方で、ディスク（ｄｉｓｃ）は、データをレーザで光学的に
再生する。したがって、いくつかの態様において、コンピュータ読取可能媒体は、一時的
でないコンピュータ読取可能媒体（例えば、有形の媒体）を備え得る。さらに、他の態様
に関して、コンピュータ読取可能媒体は、一時的なコンピュータ読取可能媒体（例えば、
信号）を備え得る。上記の組み合わせもまた、コンピュータ読取可能媒体の範囲内に含ま
れるべきである。
【００８４】
　[0094]したがって、特定の態様は、本明細書に提示の動作を実行するためのコンピュー
タプログラム製品を備え得る。例えば、このようなコンピュータプログラム製品は、本明
細書に記載の動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサによって実行されること
が可能であるインストラクションが記憶（および／または、符号化）されたコンピュータ
読取可能媒体を備え得る。特定の態様において、コンピュータプログラム製品は、梱包材
料を含み得る。
【００８５】
　[0095]さらに、本明細書に記載の方法および技術を実行するためのモジュールおよび／
または他の適切な手段を、適当であればユーザ端末および／または基地局によってダウン
ロードおよび／または他の方法で得ることが、理解されるべきである。例えば、このよう
な装置を、本明細書に記載の方法を実行するための手段の伝達を促進するためにサーバへ
と接続することができる。あるいは、本明細書に記載の種々の方法を、記憶手段（例えば
、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピー（登録商標）ディスク
などの物理的な記憶媒体、など）によってもたらすことができ、ユーザ端末および／また
は基地局は、記憶手段が装置へと接続され、あるいは提供されたときに、種々の方法を得
ることができる。さらに、装置へと本明細書に記載の方法および技術をもたらすための任
意の他の適切な技術が利用されることができる。
【００８６】
　[0096]特許請求の範囲が、上述した正確な構成および構成要素に限られないことが、理
解されるべきである。種々の修正、変更、および変形が、特許請求の範囲の技術的範囲か
ら逸脱することなく、上述した方法および装置の構成、動作、および詳細において、行わ
れ得る。
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